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1. 教育の責任 
誓い「私は、湘南医療大学薬学部に 2022 年 4 月に着任し、2026 年度までに自身が担

当する科目は薬学部 2 年前期「公衆衛生学 (選択)」、2 年後期「放射化学 (必修)」、3 年
前期「衛生化学Ⅰ (必修)」、3 年後期「衛生化学Ⅱ (必修)」、3 年後期「衛生化学実習 (必
修)」、4 年前期「衛生化学Ⅰ (必修)」である。 
いずれも科目責任者として、大学において最も大切である教育に尽力する責任がある。教

育に携わる者として、日ごろから新しい知識の修得、講義への熱い情熱を持ち続ける責務が

ある。教育に携わる者として、最大限の努力で責務を果たすことをここに誓います。」 
 
2. 私の理念・目的 

1) 私の理念 
大学において最も大切なのは教育との信念を私自身が有している。学生にとって

は、薬剤師国家試験に合格し薬剤師になることが目的である以上、私の目的も学生

に薬剤師として将来は様々なフィールドで活躍し、多くの患者さんの助けとなり、社

会にも多大な貢献を果たす薬剤師になっていただきたい。また、単に薬剤師になっ

て欲しいのではなく、知識・技能・態度、そして個性を備えた親切第一な薬剤師にな

って欲しいと願っている。私自身も知識・技能・態度、そして個性を絶えずしっかりと

磨いていくことを理念としている。6 年間制の薬学部においては、6 年間の積み重ね、

すなわち習慣が大事である。学生には、きちんとした生活習慣を身に着けたうえで

勉強習慣を早い段階から持っていただくよう期待する。 
 

2) 理念をもつに至った背景 
学生には大学時代に多くのことを学び気づいて、経験して欲しいと願っている。特

に最高学府である大学においては、人生経験の浅く未熟な部分も多い学生には教

育が大事との理念を抱くに至った。薬剤師は、多くの患者さんと最も接する機会の多

い職種であると考える。また、病院や薬局だけでなく行政などにも関わることで薬剤

師の地位向上が重要であると考える。現在よりもさらに地位向上には、大学時代の

教育、そして将来に繋がる教育が重要と考えるに至った。大学教育の中で苦しんで

いる患者さんへの心の対応に最も大切なコミュニケーション能力も高めて欲しい。そ

のためには、知識・技能・態度、そして個性を十分に備えて欲しいと願っている。 
 
3. 教育の方法・戦略 

講義では、読解力も含めた教科書での勉強を軸とし、且つ要点をまとめた講義資料、

そして演習問題で実践的な学修を行うことがバランスの取れた良い教育と考えている。教

科書は、深い知識の修得ができ、自身で情報の取捨選択をする力が身に付き、また全体

を理解することが可能である。要点をまとめた講義資料は、重要事項の確認が可能であ



る。演習問題は、CBT や国家試験を勝ち抜く力を身に付ける。これらを念頭に置いた講

義・実習の準備を以下のように行っている。 
   ・講義資料：教科書では示しきれていない要点をまとめ、図表も多く取り入れるようにして

いる。演習問題なども付記し、予習復習に効率よく臨めるよう工夫している。 
   ・補足資料：講義で用いるスライド（パワーポイント）では、写真やトピックスを多く取り入れ

るようにして、学生の興味・関心が抱けるよう心掛けて作成している。 
   ・講義：ホワイトボードを活用し、学生と対話しながら進めていけるよう工夫している。できる

だけ授業開始前に記載するようにもしている。 
   ・試験：学生が広く一生懸命に勉強するよう、多くの問題を出題することを学生に伝えてい

る。また、ある程度の範囲で出題の傾向も伝え試験前に何を優先的に勉強するべきか

指導している。 
   ・授業アンケート：アンケートの自由記載事項などは真摯に受け止め、改善するように心

掛けている。 
   ・衛生学の講義・実習：生命や健康を衛ることを信条とする衛生学の講義・実習では、衛

生の重要性が伝わるような補足解説なども充実するよう心掛けている。自身が過去に法

医学教室で死因究明にも携わっていたことから、実際の事案なども可能な範囲で伝える

ようにしている。 
   ・放射化学の講義：教室内の放射線測定や資料を提示することで学生の興味・関心を高

めるよう工夫している。 
 
4. 学習成果 

1） 学生からはある程度良い授業評価をいただけたが、評価に囚われることなく学習成

果として残る講義・実習を更に心掛けたい。 
2） 衛生学に関する発表・模擬講義など地域貢献にも繋がる多くの機会を得ることができ

た。更に機会をいただけるようにしていきたい。 
3） 定期試験の結果をみると学修成果が十分でない学生も一部みられた。学修成果が

十分でない学生への対応を今後考えていきたい。 
4） プレ卒業研究では、学生の興味・関心のある衛生系のトピックスについて取り入れて

きた。より学修効果が得られるよう調査方法など模索したい。 
 
5. 改善のための努力 

1) 授業アンケートでいただけた自身の講義についての貴重な意見を真摯に受け止め

対応していく。ホワイトボードの字の大きさ、声の大きさについても指摘を受けたことが

あったため、自身で見直し、改善するよう努力する。 
2) 最新の情報を取り入れた見やすいカラーに年々ブラッシュアップしていくよう努力す

る。 



 
6. 今後の目標 

医療を志す薬学生にとって最も大切な学問は、個人的には生命や健康を衛る（まもる）

ことを信条とする 「衛生学」、とりわけ「公衆衛生学」と感じている。薬学部 4 年生が今年

度 CBT 受験を迎えるが、衛生学の領域で好成績を修められるように補講などを積極的に

行い、努力を惜しまず尽力していきたい。更には、薬剤師国家試験の鍵を握る科目が

「衛生」との思いがあるため、学部生には「衛生」を中心に勉学に励むよう伝えたい。将来

的には、衛生で学んだことを卒後に大いに役立てられるような講義・実習に工夫していく。

教育に携わる者として、日ごろから新しい知識の修得、講義への熱い情熱を持ち続けた

い。 
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